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伝
藤
原
為
家
筆
野
路
切
『
古
今
和
歌
集
』
考

―
資
料
集
成
と
本
文
系
統
を
め
ぐ
っ
て
―

寺　

田　
　
　

伝

一
．
は
じ
め
に

　

藤
原
為
家
を
伝
称
筆
者
と
す
る
『
古
今
和
歌
集
』
の
断
簡
は
、
小
松
茂

美
氏
の
『
古
筆
学
大
成）

1
（

』
に
所
収
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
も
実
に
十
四
種
類

も
の
多
く
を
数
え
る
が
、
そ
の
う
ち
特
に
名
の
つ
い
た
切
と
い
え
ば
北
野

切
・
野
路
切
・
角
倉
切
・
大
坂
切
の
四
点
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
鎌
倉
期
に

流
行
し
た
力
強
く
端
正
な
書
風
を
示
し
て
お
り
書
道
史
的
に
高
い
価
値
を

持
つ
が
、
ま
た
、
そ
の
内
容
を
詳
し
く
分
析
し
て
み
る
と
今
日
一
般
に
読

ま
れ
て
い
る
定
家
本
系
統
の
本
文
と
は
異
な
っ
て
お
り
、
国
文
学
研
究
上

か
ら
も
大
い
に
注
目
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

本
稿
は
、
そ
の
な
か
で
も
『
古
筆
学
大
成
』
が
「
伝
藤
原
為
家
筆
野
路

切
本
古
今
和
歌
集
」
と
分
類
す
る
断
簡
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
考
察
し
た

い
（
以
下
、
野
路
切
と
す
る
）。
野
路
切
の
本
文
に
つ
い
て
、
は
や
く
小
松
茂
美

氏
が
「
系
統
不
明
と
い
う
よ
り
ほ
か
な
い
」
と
さ
れ
て
以
降
、
特
に
目
立

っ
た
論
考
は
み
ら
れ
な
い
。『
古
筆
学
大
成
』
が
出
版
さ
れ
た
時
点
で
は
わ

ず
か
七
葉
が
確
認
さ
れ
る
に
過
ぎ
ず
、
そ
の
狭
い
調
査
範
囲
か
ら
「
系
統

不
明
」
と
さ
れ
た
の
は
穏
当
な
判
断
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
そ
の
後
に
久
曾
神
昇
氏
の
『
古
筆
切
影
印
解
説
Ⅰ
古
今
集
編）

2
（

』
や
、
田

中
登
氏
の
『
平
成
新
修
古
筆
資
料
集）

3
（

』
と
い
っ
た
影
印
刊
行
物
が
出
版
さ

れ
る
な
ど
新
出
資
料
が
続
々
と
発
見
・
報
告
さ
れ
て
い
る
し
、
ま
た
私
見

で
は
『
古
筆
学
大
成
』
の
分
類
に
は
若
干
問
題
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
、
他

に
も
筆
者
に
関
す
る
異
伝
の
ツ
レ
の
存
在
を
指
摘
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

　

そ
こ
で
ま
ず
は
現
時
点
に
お
い
て
野
路
切
と
認
め
ら
れ
る
資
料
を
こ
こ

に
集
成
し
て
み
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
た
い
と
思
う
。
そ
の
上
で
本
文
系
統

に
つ
い
て
検
証
し
、
野
路
切
が
今
日
ま
で
伝
存
す
る
意
義
に
つ
い
て
考
察

を
試
み
た
い
。
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二
．
伝
藤
原
為
家
筆
野
路
切
に
つ
い
て

　

野
路
切
は
、
伝
称
筆
者
を
藤
原
為
家
と
す
る
『
古
今
和
歌
集
』
の
断
簡

で
、
も
と
綴
葉
装
、
四
半
形
の
冊
子
本
。
大
き
さ
は
縦
25
・
0
㎝
×
横
14
・

3
㎝
と
や
や
縦
長
で
、
料
紙
は
鳥
ノ
子
紙
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
一
面
お

よ
そ
七
行
に
書
く
が
、
ま
れ
に
八
行
に
書
く
も
の
も
あ
る
。
和
歌
は
一
首

二
行
書
に
さ
れ
、
詞
書
は
和
歌
よ
り
一
字
下
げ
て
書
き
、
作
者
名
の
位
置

は
紙
面
中
程
の
高
い
所
か
ら
書
く
。
書
風
は
「
為
家
筆
」
と
鑑
定
さ
れ
る

に
ふ
さ
わ
し
く
伸
び
や
か
で
闊
達
と
し
た
字
で
あ
る
が
、
時
お
り
細
字
に

よ
っ
て
な
さ
れ
る
勘
物
な
ど
か
ら
は
繊
細
な
印
象
も
見
受
け
ら
れ
る
。
無

論
、
為
家
の
真
筆
と
は
認
め
ら
れ
ず
、
書
写
年
代
は
鎌
倉
中
頃
か
ら
後
期

に
か
け
て
の
頃
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
野
路
切
と
い
う
名
称
は
、
静
嘉
堂
文

庫
に
所
蔵
さ
れ
る
写
本
系
の
名
葉
集
『
古
筆
切
目
安）

4
（

』
に
「
野
路
切　

四

半
古
今
」
と
い
う
記
載
が
み
え
、
藤
田
美
術
館
に
所
蔵
の
手
鑑
「
野
草
芳
」

で
は
こ
の
名
称
が
用
い
ら
れ
て
い
る）

5
（

。
注
目
さ
れ
る
の
は
本
文
系
統
で
、

定
家
本
と
は
明
ら
か
に
異
な
っ
て
い
る
点
多
い
が
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て

は
ま
た
後
ほ
ど
改
め
て
述
べ
た
い
。

　

さ
て
、
前
述
し
た
よ
う
に
『
古
筆
学
大
成
』
に
は
七
葉
掲
載
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
の
後
に
紹
介
さ
れ
た
も
の
や
、
ま
た
架
蔵
の
一
葉
を
く
わ
え
て

次
に
一
覧
し
て
示
し
た
（
歌
番
号
は
『
新
編
国
歌
大
観
』
に
よ
る
。
以
下
同
じ
）。

【
表
一
】
伝
藤
原
為
家
筆
野
路
切

所
載
先

部
立
・
歌
番
号

備
考

①
『
古
筆
切
影
印
解
説
Ⅰ
古
今
集
編
』
第
64
図
仮
名
序
（
ぬ
れ
は
い
ま　

〜
と
た
な
ひ
く
）
古
筆
了
佐
極

②
壇
書
会
刊
『
銀
瓶
』（『
大
成
』
第
28
図
）

春
上
巻
頭　

〜
1
和
歌

③
個
人
蔵
手
鑑
（『
大
成
』
第
29
図
）

春
上
52
作
者
〜
53
和
歌

④
『
古
今
和
歌
集
成
立
論
』
第
151
図

春
下
巻
頭　

〜
70
和
歌

⑤
藤
田
美
術
館
蔵
「
野
草
芳
」

（『
大
成
』
釈
文
3
）

夏　

158
和
歌
〜
160
詞
書

⑥
梅
沢
記
念
館
蔵
「
あ
け
ぼ
の
」

（『
大
成
』
第
24
図
）

夏　

162
和
歌
〜
164
和
歌

⑦
ふ
く
や
ま
書
道
美
術
館『
古
筆
手
鑑
』第
50
図
秋
上
231
作
者
〜
232
和
歌
古
筆
了
佐
極

⑧
架
蔵

離
別
379
和
歌
〜
380
和
歌
古
筆
了
佐
極

⑨
個
人
蔵
（『
大
成
』
第
25
図
）

離
別
384
和
歌
〜
385
和
歌

⑩
春
日
井
市
道
風
記
念
館
『
古
今
集
の
古
筆
』

第
32
図

離
別
386
和
歌
〜
388
詞
書

⑪
永
青
文
庫
蔵
「
墨
叢
」（『
大
成
』
第
26
図
）
羇
旅
413
詞
書
〜
414
作
者
古
筆
了
栄
極

⑫
梅
沢
記
念
館
蔵
「
あ
け
ぼ
の
」

（『
大
成
』
第
27
図
）

物
名
426
詞
書
〜
427
和
歌

こ
の
よ
う
に
現
時
点
で
は
十
二
葉
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
伝
存
範

囲
は
『
古
今
和
歌
集
』
の
仮
名
序
か
ら
巻
十
ま
で
に
限
ら
れ
て
お
り
、
も

と
は
上
下
二
帖
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
下
帖
の
ほ
う
は
早
く
に
散

逸
し
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
極
札
は
確
認
で
き
る
限
り
い
ず
れ
も
古

筆
本
家
に
よ
る
も
の
で
、
最
も
早
い
例
は
初
代
古
筆
了
佐
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
江
戸
初
期
に
は
既
に
切
断
が
は
じ
ま
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
な
お

架
蔵
の
一
葉
は
、
本
稿
末
尾
に
図
版
を
掲
げ
た
の
で
合
わ
せ
て
参
照
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。



43

　

そ
し
て
稿
者
は
こ
れ
に
筆
者
に
関
す
る
異
伝
の
ツ
レ
と
し
て
さ
ら
に
数

葉
を
追
加
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
考
え
て
い
る
。
次
に
詳
し
く
検
討
す
る

が
、
そ
の
対
象
と
な
る
の
は
『
古
筆
学
大
成
』
が
「
伝
越
部
局
筆
古
今
和

歌
集
切
」
と
分
類
す
る
断
簡
で
あ
る）

6
（

（
以
下
、
伝
越
部
局
筆
切
と
す
る
）。

三
．
伝
越
部
局
筆
切
に
つ
い
て
―
野
路
切
の
異
伝
資
料
と
し
て
―

　

伝
越
部
局
筆
切
は
、『
古
筆
学
大
成
』
に
四
葉
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

の
ほ
か
図
版
資
料
に
よ
っ
て
確
認
で
き
る
も
の
を
あ
わ
せ
る
と
、
次
に
示

す
よ
う
に
七
葉
を
確
認
で
き
る）

7
（

。

【
表
二
】
伝
越
部
局
筆
切 
＊
は
歌
序
が
相
異
す
る
。

所
載
先

部
立
・
歌
番
号

備
考

⑴
『
平
成
新
修
古
筆
資
料
集 

第
三
集
』

第
108
図

春
上
56
詞
書
〜
57
和
歌

別
家
了
任
極

⑵
『
平
成
新
修
古
筆
資
料
集 

第
二
集
』

第
109
図

春
下
80
詞
書
〜
異
本
歌
作
者
神
田
道
伴
極

⑶
『
古
筆
切
影
印
解
説
Ⅰ 

古
今
集
編
』

第
50
図

春
下
130
作
者
〜
132
詞
書

畠
山
牛
庵
極

⑷
個
人
蔵
「
千
歳
の
と
も
」

（『
大
成
』
第
201
図
）

春
下
134
作
者
〜
同
和
歌

⑸
五
島
美
術
館
蔵
「
毫
戦
筆
陣
」

（『
大
成
』
第
202
図
）

夏　

150
和
歌
〜
155
和
歌
＊

畠
山
牛
庵
極

⑹
徳
川
美
術
館
蔵
「
玉
海
」

（『
大
成
』
第
203
図
）

秋
下
271
和
歌
〜
272
和
歌

畠
山
牛
庵
極

⑺
個
人
蔵
（『
大
成
』
補
遺 

第
29
図
）

羇
旅
407
詞
書
〜
408
和
歌

　

ま
ず
は
、
伝
越
部
局
筆
切
の
書
誌
に
つ
い
て
簡
潔
に
述
べ
た
い
。
も
と

綴
葉
装
、四
半
形
の
冊
子
本
。
料
紙
は
鳥
の
子
紙
。
大
き
さ
は
、縦
23
・
6
㎝

×
横
14
・
0
㎝
。
一
面
お
よ
そ
七
行
書
、
ま
れ
に
八
行
書
。
和
歌
は
一
首
二

行
書
で
、
詞
書
は
和
歌
よ
り
一
字
下
げ
て
書
き
、
作
者
名
は
高
い
位
置
か

ら
書
か
れ
る
。
そ
の
ほ
か
細
字
に
よ
る
書
き
入
れ
も
み
ら
れ
る
な
ど
、
そ

の
書
式
は
先
に
述
べ
た
野
路
切
と
ほ
ぼ
同
一
の
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　

そ
し
て
次
に
示
す
よ
う
に
、
両
者
は
筆
跡
に
お
い
て
特
に
類
似
性
が
認

め
ら
れ
注
目
さ
れ
る
。

【
表
三
】
筆
跡
の
比
較

伝
藤
原
為
家
筆 

野
路
切

伝
越
部
局
筆
切

⒜

①・2行目

②・5行目

⑪・5行目

⑴・3行目

⑵・4行目

⑶・4行目

⒝

⑧・5行目

⑩・2行目

⑥・7行目

⑵・6行目

⑸・5行目

⑸・3行目

⒞

⑨・4行目

⑪・5行目

⑷・3行目

⑹・1行目

⒟

④・4行目

③・7行目

⑴・3行目

⑵・4行目

⒠

⑫・1行目

⑺・6行目

⒡

⑥・4行目

⑸・2行目
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こ
こ
に
六
例
ば
か
り
掲
げ
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
共
通
す
る
点
を
述
べ
て
み
た

い
。
⒜
「
乃
」
は
、
第
一
画
の
直
線
的
に
お
ろ
さ
れ
、
そ
れ
が
少
し
長
く

伸
び
る
た
め
に
全
体
的
に
左
に
傾
い
て
い
る
。
⒝
「
や
」
は
、
粘
り
強
い

起
筆
か
ら
次
筆
に
か
け
て
、
あ
た
か
も
円
を
描
く
よ
う
な
曲
線
を
描
い
て

い
る
。
⒞
「
き
」
は
、
第
一
画
か
ら
第
三
画
に
か
け
て
の
流
れ
る
よ
う
な

線
に
特
徴
を
見
出
せ
よ
う
。
以
下
、
⒟
「
は
」、
⒠
「
読
」「
人
」、
⒡
「
ほ

（
本
）」「
す
（
寿
）」
な
ど
に
各
々
に
同
筆
の
趣
を
み
て
と
る
こ
と
が
で
き

る
が
、
あ
る
い
は
⒟
「
は
る
」・
⒠
「
読
人
し
ら
ず
」・
⒡
「
ほ
と
ゝ
ぎ
す
」

と
つ
づ
け
て
み
た
際
の
連
綿
に
も
注
目
し
た
い
。
な
か
で
も
⒠
「
読
人
し

ら
ず
」
で
は
「
し
ら
ず
」
が
ほ
と
ん
ど
直
線
的
に
縦
に
長
く
伸
び
て
い
る

点
。
ま
た
⒡
「
ほ
と
ゝ
ぎ
す
」
で
は
「
ほ
」
か
ら
「
と
」
に
つ
づ
け
よ
う

と
す
る
た
め
に
「
と
」
が
中
心
か
ら
外
れ
て
右
寄
り
に
な
っ
て
い
る
点
な

ど
に
顕
著
な
類
似
性
が
見
出
せ
よ
う
。
わ
ず
か
六
例
ば
か
り
で
あ
る
が
、

こ
れ
ら
共
通
す
る
特
徴
か
ら
両
者
同
筆
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
伝
越
部
局
筆
切
は
野
路
切
の
ツ
レ
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
、
こ
こ
に
都
合
十
九
葉
を
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る）

8
（

。

　

な
お
、
筆
者
に
関
す
る
異
伝
が
生
じ
た
こ
と
に
つ
い
て
付
け
加
え
て
お

き
た
い
。
次
に
確
認
で
き
る
か
ぎ
り
の
極
札
を
掲
げ
、
伝
称
筆
者
別
に
分

類
し
た
。

・
伝
為
家
筆

古
筆
本
家 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
①
・
⑦
・
⑧
・
⑪

⎩⎨⎧
古
筆
別
家
（
二
代
了
任
）  ・・・・・・・・・
⑴

・
伝
越
部
局
筆

畠
山
牛
庵
（
二
代
）  ・・・・・・・・・・・・・・
⑶
・
⑸
・
⑹

神
田
道
伴
（
四
代
）  ・・・・・・・・・・・・・・
⑵

こ
れ
を
み
る
に
や
や
数
に
乏
し
い
が
、「
為
家
筆
」
と
す
る
極
札
は
古
筆
本

家
（
初
代
了
佐
・
二
代
了
栄
）
の
も
の
に
限
ら
れ
、「
越
部
局
筆
」
と
す
る
極
札

は
本
家
以
外
の
も
の
（
別
家
二
代
了
任
・
二
代
畠
山
牛
庵
・
四
代
神
田
道
伴
）
に
限
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
そ
の
異
伝
が
生
じ
た
要
因
を
鑑
定
者

の
違
い
に
求
め
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。『
古
筆
学
大
成
』
に
お
い
て

鎌
倉
ま
で
時
代
が
下
っ
た
も
の
と
な
る
と
、
お
よ
そ
極
札
に
し
た
が
っ
て

分
類
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
今
後
と
も
そ
の
分
類
に

は
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
ろ
う
。

四
．
本
文
系
統
の
検
討

　

そ
れ
で
は
本
文
系
統
に
つ
い
て
の
検
証
を
行
い
た
い
。
こ
れ
ま
で
野
路

切
の
本
文
系
統
は
不
明
で
あ
っ
た
が
、
野
路
切
と
し
て
十
九
葉
を
集
成
す

る
こ
と
が
で
き
、
あ
る
程
度
調
査
で
き
る
範
囲
も
広
が
っ
た
の
で
、
本
文

系
統
の
認
定
も
可
能
で
あ
る
と
考
え
る
。
個
々
の
事
例
に
つ
い
て
は
既
に

先
学
の
指
摘
も
あ
る
が
、
以
下
に
ま
と
め
て
再
検
討
を
行
い
た
い
。
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ま
ず
、
断
簡
⑸
に
お
い
て
歌
序
の
相
違
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ

る
。
一
般
的
に
定
家
本
で
は
歌
が
「
…
151 

152 

153
…
」
と
配
列
さ
れ
る
箇
所

で
あ
る
が
、
野
路
切
で
は
次
の
よ
う
な
配
列
と
な
っ
て
い
る
（
初
句
の
み
を
抜

き
出
し
て
翻
刻
。
ま
た
私
に
濁
点
を
付
し
、（ 

）
内
に
歌
番
号
を
示
す
）。

　

○
断
簡
⑸

　
　

い
ま
さ
ら
に
…
（
151
）

　
　

や
よ
や
ま
て
…
（
152
）

　
　

や
と
り
せ
し
…
（
155
）

こ
の
よ
う
に
、
は
じ
め
に
151
番
歌
・
152
番
歌
と
な
ら
び
、
そ
こ
に
突
如
と

し
て
155
番
歌
が
配
列
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
見
、
変
わ
っ
た
配
列
の

よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、
こ
こ
は
諸
本
に
お
い
て
も
様
々
な
配
列
が
な
さ

れ
る
箇
所
で
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
諸
本
間
の
相
違
は
、
お
お
よ
そ

次
の
よ
う
に
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る）

9
（

。

【
表
四
】
諸
本
に
お
け
る
151
番
歌
か
ら
155
番
歌
に
か
け
て
の
配
列

元
永
本
・
雅
経
本

俊
成
本
・
定
家
本

六
条
家
本
・

清
輔
本
系
諸
本

私
稿
本
・
雅
俗
山
荘
本･

静
嘉
堂
本
・
伝
公
任
筆
本

い
ま
さ
ら
に
（
151
）

い
ま
さ
ら
に
（
151
）

い
ま
さ
ら
に
（
151
）

や
よ
や
ま
て
（
152
）

や
よ
や
ま
て
（
152
）

や
よ
や
ま
て
（
152
）

さ
み
だ
れ
に
（
153
）

よ
や
く
ら
き
（
154
）

や
ど
り
せ
し
（
155
）

よ
や
く
ら
き
（
154
）

さ
み
だ
れ
に
（
153
）

さ
み
だ
れ
に
（
153
）

や
ど
り
せ
し
（
155
）

や
ど
り
せ
し
（
155
）

よ
や
く
ら
き
（
154
）

野
路
切
の
伝
存
範
囲
と
重
な
る
部
分
を
ゴ
シ
ッ
ク
体
で
示
し
た
が
、
そ
の

配
列
は
表
下
段
の
も
の
と
一
致
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
残
念
な
が
ら

野
路
切
は
断
簡
と
な
っ
て
い
る
た
め
に
本
文
を
途
中
ま
で
し
か
伝
え
て
い

な
い
が
、
お
そ
ら
く
は
表
下
段
の
よ
う
な
配
列
が
な
さ
れ
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。
諸
本
の
な
か
で
、
こ
れ
と
同
じ
配
列
を
と
っ
て
い
る
の
は
【
表

四
】
下
段
、
私
稿
本
・
雅
俗
山
荘
本
・
静
嘉
堂
本
・
伝
公
任
筆
本
な
ど
い

ず
れ
も
伝
存
稀
な
古
写
本
ば
か
り
で
、
野
路
切
が
い
か
に
特
殊
な
本
文
を

と
っ
て
い
る
の
か
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

次
に
、
断
簡
⑵
に
お
い
て
異
本
歌
が
存
在
す
る
こ
と
に
も
注
目
し
た
い
。

　

○
断
簡
⑵

　
　
　

け
る
あ
ひ
た
お
れ
る
さ
く
ら
の
ち
り
か

　
　
　

た
に
な
り
に
け
る
を
み
て
よ
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

典
侍
藤
原
因
香
朝
臣

　
　

た
れ
こ
め
て
は
る
の
ゆ
く
ゑ
も
し
ら
ぬ
ま
に

　
　

ま
ち
し
さ
く
ら
も
う
つ
ろ
ひ
に
け
り　
（
80
）

　
　
　

さ
く
ら
の
や
り
み
づ
に
ち
り
侍
け
る
を

　
　
　

み
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

紀
貫
之

こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
最
後
の
二
行
で
、
80
番
歌
の
次
に
み
え
る
歌
（
詞

書
・
作
者
名
の
み
）
は
、
通
常
流
布
本
で
あ
る
定
家
本
に
は
存
在
し
な
い
、
い

わ
ゆ
る
異
本
歌
で
あ
る
。
こ
ち
ら
も
断
簡
で
あ
る
た
め
本
文
を
途
中
ま
で

し
か
伝
え
て
い
な
い
の
で
あ
る
が
、
こ
の
後
に
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
和
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歌
「
ゆ
く
み
づ
に
風
の
ふ
き
い
る
ゝ
さ
く
ら
花
き
え
ず
な
が
る
ゝ
雪
か
と

ぞ
み
る
」
が
続
く
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
異
本
歌
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
る

の
は
諸
本
の
な
か
で
亀
山
切
・
元
永
本
・
雅
俗
山
荘
本
・
六
条
家
本
・
清

輔
本
系
諸
本
と
い
っ
た
次
第
で
、
こ
こ
で
も
雅
俗
山
荘
本
と
一
致
し
て
い

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

　

さ
ら
に
、部
類
名
の
様
式
に
つ
い
て
も
み
て
み
た
い
。幸
い
、冒
頭
部
を
伝

え
る
断
簡
が
残
っ
て
い
る
の
で
、
以
下
に
該
当
本
文
を
抄
出
し
て
掲
げ
る
。

　

○
断
簡
②

　

○
断
簡
④

　
　

古
今
和
歌
集
巻
第
一

　
　

古
今
和
歌
集
巻
第
二

　
　
　

春
歌
上

　
　
　

春
歌
下

右
の
よ
う
に
野
路
切
で
は
、
内
題
・
部
類
名
が
二
行
に
書
か
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
主
な
諸
本
で
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
を
次
表
に
示
し
た
が
、
野

路
切
と
同
じ
部
題
名
の
様
式
を
と
っ
て
い
る
の
は
、
俊
成
系
諸
本
・
定
家

本
・
雅
俗
山
荘
本
・
静
嘉
堂
本
で
あ
り
、
や
は
り
雅
俗
山
荘
本
と
一
致
し

て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

【
表
五
】
諸
本
に
お
け
る
部
類
名
の
様
式

私
稿
本
・
元
永
本

六
条
家
本
・
清
輔
本
系
諸
本

雅
経
本
・
伝
公
任
筆
本

雅
俗
山
荘
本
・
静
嘉
堂
本

俊
成
本
・
定
家
本

古
今
和
歌
集
巻
第
一

　

春
上

古
今
和
歌
集
巻
第
一 

春
歌
上

古
今
和
歌
集
巻
第
一

　

春
歌
上

古
今
和
歌
集
巻
第
二

　

春
下

古
今
和
歌
集
巻
第
二 

春
歌
下

古
今
和
歌
集
巻
第
二

　

春
歌
下

　

こ
の
よ
う
に
歌
序
の
相
違
・
異
本
歌
の
有
無
・
部
類
名
の
様
式
と
い
っ

た
大
き
な
枠
組
み
か
ら
野
路
切
の
本
文
を
検
討
す
る
と
、
現
存
諸
本
に
お

い
て
雅
俗
山
荘
本
と
特
に
一
致
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
最
後
に
も
う
少

し
細
か
な
本
文
の
異
同
を
み
て
み
た
い
。
た
と
え
ば
、
断
簡
③
の
春
上
53

番
歌
の
詞
書
に
お
い
て
、
野
路
切
は
次
の
よ
う
な
本
文
を
と
っ
て
い
る
（
該

当
箇
所
に
は
便
宜
的
に
傍
線
を
付
し
た
）。

　
　
　

な
ぎ
さ
の
院
に
て
さ
く
ら
の
は
な
を
み
て
よ
め
る

定
家
本
を
は
じ
め
俊
成
本
系
諸
本
や
清
輔
本
系
諸
本
で
は
「
さ
く
ら
を
み

て
」
と
な
っ
て
お
り
「
は
な
」
が
無
い
。
だ
が
、
野
路
切
の
よ
う
に
「
さ

く
ら
の
は
な
を
み
て
」
と
い
う
本
文
は
、
私
稿
本
・
元
永
本
・
関
戸
本
・

六
条
家
本
・
伝
公
任
筆
本
の
ほ
か
、
雅
俗
山
荘
本
・
静
嘉
堂
本
（
雅
俗
山
荘

本
と
同
系
統
の
伝
本
）
と
一
致
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
断
簡
⑥
の
夏
162
番
歌
を
み
て
み
た
い
。

　
　

ほ
と
ゝ
ぎ
す
人
ま
つ
や
ま
に
な
く
な
れ
ば

　
　

わ
れ
も
う
ち
つ
け
に
こ
ひ
ま
さ
る
な
り

傍
線
部
に
お
い
て
、
定
家
本
の
ほ
か
元
家
本
や
俊
成
本
系
諸
本
で
は
「
我

う
ち
つ
け
に
」
と
あ
っ
て
、「
も
」
が
な
い
の
で
あ
る
が
、
傍
線
部
の
よ
う

に
「
わ
れ
も
う
ち
つ
け
に
」
と
あ
る
の
は
、
私
稿
本
・
基
俊
本
・
雅
経
本
・

清
輔
本
系
諸
本
・
雅
俗
山
荘
本
・
静
嘉
堂
本
で
あ
る
。

　

あ
る
い
は
、
断
簡
⑷
の
131
番
歌
で
は
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こ
ゑ
た
え
ず
な
け
や
う
ぐ
ひ
す
ひ
と
ゝ
せ
に

　
　

ふ
た
ゝ
び
と
た
に
く
べ
き
は
る
か
は

傍
線
部
は
元
永
本
・
清
輔
系
諸
本
・
俊
成
系
諸
本
・
伝
公
任
筆
本
で
は
「
こ

ゑ
た
ゝ
ず
」、
私
稿
本
で
は
「
こ
ゑ
た
て
ゝ
」
と
あ
っ
て
対
立
し
て
い
る
の

で
あ
る
が
、
一
方
で
、
定
家
本
を
は
じ
め
雅
俗
山
荘
本
・
静
嘉
堂
本
「
こ

ゑ
た
え
ず
」
と
な
っ
て
一
致
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
細
か
い
本
文
上
に
お
い
て
も
野
路
切
と
雅
俗
山
荘
本
が

一
致
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
野
路
切
は
雅
俗
山
荘
本
と
同
一
の
本
文
系
統

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
雅
俗
山
荘
本
は
数
あ
る
『
古
今
和
歌
集
』
諸
本

の
な
か
で
も
兼
行
本
系
統
に
属
す
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
兼
行
本
系

統
の
な
か
で
今
日
完
本
と
し
て
伝
わ
る
の
は
雅
俗
山
荘
本
が
知
ら
れ
る
の

み
で
、
そ
の
ほ
か
上
帖
の
み
を
静
嘉
堂
本
が
伝
え
て
い
る
ば
か
り
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
数
少
な
い
兼
行
本
系
統
の
本
文
を
伝
え
る
一
資
料
と
し
て
、

野
路
切
の
存
在
は
貴
重
と
い
え
よ
う
。

五
．
野
路
切
の
勘
物

　

と
こ
ろ
が
、
野
路
切
と
雅
俗
山
荘
本
に
は
大
き
な
相
違
点
も
み
ら
れ
る
。

た
と
え
ば
、
野
路
切
の
断
簡
②
に
は
巻
頭
に
「
歌
六
十
八
首　

此
中
返
歌

一
首
」
と
い
う
勘
物
が
み
え
る
が
、
雅
俗
山
荘
本
の
該
当
部
分
を
参
照
し

て
も
、
そ
の
よ
う
な
勘
物
は
ど
こ
に
も
み
え
な
い
。
次
に
、
野
路
切
の
勘

物
を
一
覧
に
す
る
。（
私
に
改
行
・
句
読
点
等
を
施
す
）

【
表
六
】
野
路
切
の
勘
物

野
路
切

清
輔
本
（
前
田
家
本
）

断
簡
②
巻頭
巻
頭　

歌
六
十
八
首

　
　
　

此
中
返
歌
一
首

歌
六
十
八
首　

此
中
返
歌
一
首

1
作
者
名

　

棟
梁
男　

業
平
孫

元
方　

棟
梁
男　

入
歌
十
四
首　

国
経
大
納
言　

為
猶
子
後
変
改
云
々

断
簡
③
52
作
者
名

　

忠
仁
公

一
首　

忠
仁
公　

冬
嗣
公
二
男

53
作
者
名

　

廿
九
首　

蔵
人
頭
右
中

断
簡
⑴
56
歌

　

桜

57
歌

　

同

断
簡
⑥
163
作
者
名

　

御
本
無
之

御
本
無
名

歌
　

在
家
集　

又
如
目
六
忠
峯
歌
也

断
簡
⑦
231
作
者
名

　

内
大
臣
高
藤
二
男

一
首　

于
時
左
少
将　

内
大
臣
高
藤
二
男

母
宮
内
大
甫
宮
道
弥
益
女　

号
三
条
右
大
臣

歌
　

後
度
女
郎
合
之
歌 

同

後
度
女
郎
合
歌
也

232
歌

　

後
度

後
度

断
簡
⑩
387
作
者
名

　

江
口

一
首　

江
口
遊
女

歌
　

金
玉
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上
段
は
野
路
切
の
勘
物
、
下
段
は
清
輔
本
の
勘
物
で
あ
る
が
、
小
松
茂
美

氏
に
よ
っ
て
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
多
く
は
清
輔
本

の
勘
物
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
さ
ら
に
詳
し
く
み
て
み
る
に
、
断
簡
②
の
「
棟
梁
男　

業
平
孫
」

と
あ
る
勘
物
は
、
現
存
諸
本
の
い
ず
れ
に
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
が
、

寂
恵
本
に
書
き
入
れ
ら
れ
た
俊
成
本
と
の
校
合
勘
物
「
棟
梁
男　

業
平
朝

臣
孫
」
と
あ
る
の
に
ほ
ぼ
一
致
し
て
お
り
、
わ
ず
か
な
が
ら
に
俊
成
本
の

影
響
も
見
て
と
れ
る）
10
（

。

　

前
述
し
た
よ
う
に
野
路
切
の
本
文
そ
の
も
の
は
雅
俗
山
荘
本
と
同
系
統

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
勘
物
は
清
輔
本
・
俊
成
本
と
い
っ
た
他
本

と
の
校
合
に
よ
っ
て
書
き
加
え
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

六
．
野
路
切
と
雅
俗
山
荘
本
の
奥
書

　

そ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
が
雅
俗
山
荘
本
に
み
え
る
奥
書
で
あ
る
。
雅
俗

山
荘
本
に
つ
い
て
は
久
曾
神
昇
氏
『
古
今
和
歌
集
成
立
論
』
に
詳
細
な
解

説
が
あ
る
が
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
野
路
切
と
の
関
係
か
ら
捉
え
な
お
し
て

み
た
い
。
以
下
に
そ
の
奥
書
を
内
容
ご
と
に
Ａ
・
Ｂ
に
分
け
て
掲
げ
る
。

　

○
雅
俗
山
荘
本
奥
書

　
　

以
或
古
三
代
集
兼
行
写
之
一
具
本
写
之
。 

―
Ａ

　
　

和
歌

詞
等
不
似
余
本
頗
以
相
違
。
然
而
為
証
本
一
流
歟
。

　
　

又
校
合
之
本
四
本
内
、 

―
Ｂ

　
　

一
本
、
花
園
左
府
御
本
也
。

　
　

一
本
、
貫
之
女
自
筆
本
也
。
彼
正
本
道
誉
僧
正
御
房
在
之
。

　
　

一
本
、
俊
成
卿
自
筆
本
也
。

　
　

一
本
、
通
宗
本
流清

輔本
也
。
件
正
本
、
於
皇
太
后
宮
焼
失
了
云
々

　
　
　
（
…
中
略
…
）

　
　

清
輔
朝
臣
自
筆
本
、
進
上
二
条
院
。
其
後
故
狛
宮
僧
都
御
伝
領
、

　
　

其
後
太
政
僧
正
又
令
伝
領
給
。
猷
円
律
師
申
出
之
写
之
。

　
　

以
彼
本
又
校
合
了
。

　

ま
ず
、
奥
書
Ａ
に
記
載
さ
れ
る
「
兼
行
」
と
は
陽
成
天
皇
の
三
代
孫
で

能
書
家
と
し
て
有
名
な
源
兼
行
と
考
え
ら
れ
る
。
雅
俗
山
荘
本
は
そ
の
兼

行
が
書
写
し
た
『
古
今
和
歌
集
』
を
祖
本
に
す
る
と
い
う
の
で
あ
り
、
兼

行
本
系
統
と
い
う
名
称
は
こ
れ
に
由
来
し
て
い
る）
11
（

。

　

ま
た
、
奥
書
Ｂ
に
は
計
五
本
に
よ
っ
て
校
合
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い

る
。
各
伝
本
に
つ
い
て
少
し
注
を
加
え
る
と
、「
花
園
左
府
御
本
」「
貫
之

女
自
筆
本
」
は
、
い
わ
ゆ
る
三
証
本
の
一
つ
で
今
日
の
雅
経
本
の
祖
本
に

な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
づ
く
次
の
二
本
「
俊
成
卿
自
筆
本
」「
通
宗

本
流
本
」
は
と
も
に
内
部
で
も
系
統
が
分
か
れ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い

る
が
、
お
お
む
ね
俊
成
本
、
清
輔
本
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
そ
し
て
「
清
輔
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朝
臣
自
筆
本
…
」
以
下
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
さ
ら
に
又
別
種
の
清
輔
本
と

校
合
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
雅
俗
山
荘
本
の
奥
書
か
ら
、
①
兼
行
本
を
底
本
と
す
る
こ

と
、
②
複
数
の
他
系
統
本
に
よ
っ
て
校
合
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き

る
。
た
だ
し
雅
俗
山
荘
本
そ
れ
自
体
に
つ
い
て
は
、
久
曾
神
氏
が
述
べ
て

お
ら
れ
る
よ
う
に
「
五
本
で
校
合
し
た
と
い
う
が
、
詳
細
に
校
合
し
た
と

は
考
え
ら
れ
な
い
」
と
み
る
べ
き
で
勘
物
等
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
雅
俗
山
荘
本
と
同
系
統
の
本
文
を
も
つ
野
路
切
が
、

勘
物
と
し
て
清
輔
本
・
俊
成
本
の
要
素
を
取
り
込
ん
で
い
た
こ
と
は
、
こ

の
際
注
意
さ
れ
て
よ
い
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
野
路
切
が
兼
行
本
系
統

の
本
文
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
特
に
そ
の
勘
物
に
清
輔
本
・
俊
成
本
と
い
っ

た
複
数
の
伝
本
か
ら
の
影
響
が
み
ら
れ
る
こ
と
は
、
ま
さ
し
く
雅
俗
山
荘

本
に
あ
る
奥
書
の
内
容
に
合
致
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
両
本
が

あ
る
時
点
ま
で
は
伝
来
を
同
じ
く
し
て
い
た
可
能
性
は
極
め
て
高
い
。

　

た
し
か
に
久
曾
神
氏
の
い
わ
れ
る
よ
う
に
雅
俗
山
荘
本
に
は
あ
ま
り
校

合
が
な
さ
れ
た
形
跡
は
み
ら
れ
な
い
。
だ
が
、
右
の
よ
う
な
奥
書
が
存
す

る
限
り
は
、
も
う
少
し
複
雑
な
伝
来
過
程
が
想
定
さ
れ
て
も
良
い
は
ず
で

あ
る
。
も
と
も
と
は
源
兼
行
の
手
に
な
っ
た
『
古
今
和
歌
集
』
は
転
写
さ
れ

る
あ
る
時
点
に
お
い
て
、
雅
俗
山
荘
本
の
奥
書
に
あ
る
よ
う
な
校
合
が
な

さ
れ
、
勘
物
が
加
わ
っ
た
。
そ
れ
が
ま
た
転
写
さ
れ
る
な
か
で
、
勘
物
を
省

略
し
て
し
ま
っ
た
も
の
が
雅
俗
山
荘
本
で
あ
り
、
ま
た
一
方
で
、
勘
物
を
多

く
そ
の
姿
に
残
し
た
も
の
が
野
路
切
で
あ
る
、
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

七
．
お
わ
り
に

　

以
上
、
伝
藤
原
為
家
筆
の
名
物
・
野
路
切
の
資
料
を
集
成
し
、
そ
の
本

文
系
統
に
つ
い
て
検
証
を
行
っ
た
。
野
路
切
の
本
文
が
兼
行
本
系
統
で
あ

る
こ
と
を
確
認
し
、
ま
た
雅
俗
山
荘
本
に
み
え
る
奥
書
と
の
関
連
性
を
指

摘
し
た
。
兼
行
本
系
統
は
伝
存
数
が
極
め
て
少
な
い
た
め
に
、
そ
の
実
態

は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
さ
ら
な
る
資
料
の
博
捜
に
努
め
る
と
と

も
に
よ
り
具
体
的
な
検
証
を
行
い
た
く
思
う
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
野
路
切
の
本
文
系
統
は
不
明
の
ま
ま
に
さ
れ
て
き
た

が
、
そ
れ
は
従
来
資
料
に
乏
し
か
っ
た
こ
と
も
あ
ろ
う
し
、
伝
藤
原
為
家

筆
野
路
切
と
伝
越
部
局
筆
切
が
そ
れ
ぞ
れ
別
種
の
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
て

し
ま
っ
た
こ
と
も
大
き
な
要
因
で
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
、
筆
者
に
関
す

る
異
伝
の
切
を
整
理
し
、
統
合
し
て
ゆ
く
こ
と
が
今
後
の
古
筆
研
究
に
お

け
る
重
要
な
課
題
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

附
・
新
出
資
料
の
紹
介

　

最
後
に
、
架
蔵
の
野
路
切
を
一
葉
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
大
き
さ
は
、
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縦
23
・
2
㎝
×
横
11
・
3
㎝
の
四
半
形
。
横
の
寸
法
を
み
る
に
一
行
分
ほ
ど

切
り
取
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
、
左
端
に
わ
ず
か
に
墨
が
残
っ
て
い
る
の
が

確
認
で
き
る
。
内
容
は
、『
古
今
和
歌
集
』
巻
八
・
離
別
の
379
番
の
歌
か
ら

380
番
の
歌
に
か
け
て
の
部
分
。
翻
刻
を
掲
げ
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　

し
ら
く
も
の
こ
な
か
た
か
な
た
に
た
ち
わ
か
れ

　
　

こ
ゝ
ろ
を
ぬ
さ
と
たく
た
く
た
ひ
か
な
イ

む
く
よ
ひ
か
な 

（
379
）

　
　
　

み
ち
の
く
に
へ
ま
か
り
け
る
人
に
よ
み
て

　
　
　

つ
か
は
し
け
る　
　

紀
貫
之

　
　

し
ら
く
も
の
へ
や
に
か
さ
な
る
お
ち
に
て
も

　
　

お
も
は
ん
人
に
心
へ
た
つ
な 
（
380
）

【
断
簡
⑧
・
図
版
】

注
（
1
）　

小
松
茂
美
氏
『
古
筆
学
大
成 

第
五
巻 

古
今
和
歌
集
㈤
』（
講
談

社
、
一
九
八
九
）。

（
2
）　

久
曾
神
昇
氏
『
古
筆
切
影
印
解
説
Ⅰ 

古
今
集
編
』（
風
間
書
房
、

一
九
九
四
）。

（
3
）　

田
中
登
氏
『
平
成
新
修
古
筆
資
料
集
』
第
二
集
（
思
文
閣
出
版
、

二
〇
〇
三
）、
第
三
集
（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
六
）。

（
4
）　

伊
井
春
樹
氏
『
新
版 

古
筆
名
葉
集
』（
古
代
中
世
文
学
資
料
研
究

叢
書
2
、
和
泉
書
院
、
一
九
八
八
）。

（
5
）　

小
松
茂
美
氏
編
『
日
本
書
道
辞
典
』（
二
玄
社
、
一
九
八
七
）。
な

お
、『
古
筆
切
名
物
』
に
は
「
野
路
切 

四
半
古
今
歌
一
行
書
」
と
記
述

さ
れ
て
い
る
（
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
東
京
国
立
博
物
館
美
術
誌
11
号
、
一
九

七
〇
）。
し
か
し
な
が
ら
、
伝
為
家
筆
の
一
行
書
き
で
「
野
路
切
」
と
い

う
極
札
が
あ
る
も
の
は
管
見
に
な
く
、
編
者
で
は
藤
田
美
術
館
蔵
手
鑑

「
野
草
芳
」
に
「
野
路
切
」
と
あ
る
こ
と
を
重
要
視
す
る
。

（
6
）　
『
新
撰
古
筆
名
葉
集
』
の
越
部
局
の
項
に
「
四
半 

古
今
」
と
の
記

述
が
見
出
せ
る
。
な
お
、
出
光
美
術
館
所
蔵
の
国
宝
手
鑑
「
見
ぬ
世
の

友
」
に
は
越
部
局
を
伝
称
筆
者
と
す
る
『
古
今
和
歌
集
』
の
断
簡
に
「
阿

野
切
」
と
い
う
名
称
が
付
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
本
稿
で
扱
う
伝

越
部
局
筆
切
と
は
全
く
別
種
の
も
の
で
、『
古
筆
名
葉
集
』
が
ど
ち
ら
を
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指
し
て
い
る
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

（
7
）　

田
中
登
氏
は
、
断
簡
⑴
・
⑵
に
つ
い
て
「
筆
跡
が
酷
似
す
る
が
、

筆
の
太
さ
が
微
妙
に
違
い
、
字
高
も
い
く
ぶ
ん
異
な
る
の
で
、
未
だ
両

者
を
ツ
レ
と
断
定
す
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
」
と
さ
れ
る
。
だ
が
、
ま

ず
字
高
に
つ
い
て
い
え
ば
、
例
え
ば
『
古
筆
学
大
成
』
第
202
図
の
一
葉

を
み
る
に
第
二
首
と
第
三
首
で
は
一
字
分
ほ
ど
差
が
開
い
て
い
る
か
ら
、

必
ず
し
も
一
定
し
た
字
高
で
書
写
し
て
い
た
と
は
い
え
な
い
し
、
ま
た

筆
の
太
さ
に
つ
い
て
も
箇
所
に
よ
っ
て
は
強
弱
を
つ
け
て
書
写
し
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
田
中
氏
が
指
摘
さ
れ
る
「
筆
の
太

さ
」「
字
高
」
と
い
っ
た
差
異
を
、
書
き
手
の
書
写
態
度
に
よ
る
も
の
と

し
て
稿
者
は
す
べ
て
ツ
レ
と
判
断
す
る
。
な
お
、
田
中
登
氏
は
、
後
に

「『
平
成
新
修
古
筆
資
料
集
』
補
訂
稿
」
の
な
か
で
、
こ
の
伝
越
部
局
筆

を
野
路
切
の
ツ
レ
と
さ
れ
た
が
、
そ
の
理
由
を
示
し
て
お
ら
ず
、
こ
こ

に
検
証
す
る
次
第
で
あ
る
。

（
8
）　

た
だ
し
、
古
来
よ
り
和
歌
の
聖
典
と
し
て
仰
が
れ
る
『
古
今
和
歌

集
』
と
い
う
作
品
の
性
質
上
、
一
人
の
筆
者
が
複
数
回
に
わ
た
っ
て
、

な
お
か
つ
同
じ
形
式
で
書
写
し
た
と
い
う
可
能
性
も
考
え
ら
れ
な
い
わ

け
で
は
な
い
。
だ
が
、
伝
存
範
囲
が
重
な
る
断
簡
が
存
在
し
な
い
以
上

は
留
意
す
る
に
と
ど
め
て
お
き
た
い
。

（
9
）　

校
異
に
際
し
て
は
久
曾
神
昇
氏
『
古
今
和
歌
集
成
立
論
』
資
料
編

（
風
間
書
房
、
一
九
六
〇
）
を
参
照
し
た
。
伝
公
任
筆
本
に
つ
い
て
は
小

松
茂
美
氏
編
『
伝
藤
原
公
任
筆 

古
今
和
歌
集
』（
旺
文
社
、
一
九
九
五
）

を
参
照
し
た
。

（
10
）　

ま
た
、
建
久
二
年
本
に
も
、
130
番
歌
の
勘
物
で
あ
る
が
「
棟
梁
男　

業
平
朝
臣
孫
」
と
あ
る
。

（
11
）　

源
兼
行
は
高
野
切
の
筆
者
（
第
二
種
）
で
も
あ
る
が
、
高
野
切
と

兼
行
本
系
統
の
本
文
と
は
必
ず
し
も
一
致
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
別

種
の
も
の
か
と
考
え
ら
れ
る
。

（
て
ら
だ　

つ
た
う
／
大
阪
大
学
大
学
院
生
）


